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か つ ら ぎ 町 

かつらぎ町社会福祉協議会



は じ め に 

 

 

近年、人口の減少や少子高齢化が進み、家族のあり方の

変化、ライフスタイルや価値観の多様化などにより、地域

における社会的なつながりや住民同士の交流が希薄化して

いるといわれています。さらには、生活困窮やひきこもり、

社会的孤立や介護と育児の両立、虐待など地域の福祉課題

は多様化・複雑化しています。 

 本町においても、一人暮らし高齢者や高齢者のみ世帯の

増加、子育て世代における不安や孤立感の増大、地域福祉

を担う人材の高齢化など、様々な問題が生じています。 

 また、昨今多発している自然災害や近い将来に発生が予想される南海トラフ地震への備え

も重要な課題となっています。 

このような課題に対応するためには、行政の取り組みだけではなく、個人や地域の絆によ

る取り組みが重要となります。 

かつらぎ町においては、平成 26年３月に「第１次かつらぎ町地域福祉計画」を策定し、地

域福祉の推進を図ってきました。第１次計画の期間満了に伴い、平成 31年３月にかつらぎ町

社会福祉協議会の地域福祉活動計画と一体化した「第２次かつらぎ町地域福祉計画・地域福

祉活動計画」を策定しました。 

今回、第２次計画の検証と見直しを行うとともに今後の様々な福祉ニーズに対応し、より

効果的な地域福祉の推進を図るため、「第３次かつらぎ町地域福祉計画・地域福祉活動計画」

を策定しました。 

本計画の基本理念である「自分の居場所で自分らしく 一人ひとりの暮らしと文化を大切に

する地域づくり」を実現するため、かつらぎ町民の皆様や地域で活動している様々な団体の

皆様と行政が協働しながら、互いに支え合い、いきいきと暮らせるまちづくりに努めてまい

りたいと考えております。 

結びに、本計画の策定にあたり、熱心にご協議いただき、ご尽力いただきましたかつらぎ

町地域福祉計画策定委員会の委員の皆様方をはじめ、住民アンケート調査や地区懇談会など

において、貴重なご意見と多くのご協力をいただきました皆様に心から感謝申し上げます。 

 

 

令和７年３月 

 

かつらぎ町長  中 阪 雅 則   

 

 

 



 

は じ め に 

 

 

 現在の社会は、急速な少子高齢化や人口減少、核家族化によ

り、地域での人と人とのつながりが弱くなり、地域に新たなリ

ーダー的な役割の人がいなければ地域社会が成り立たないの

ではないかと危惧しています。 

このような状況の中、すべての人々が自分らしく生きること

ができる社会を築くための仕組みづくりが必要となります。 

こうしたことから、かつらぎ町社会福祉協議会では、令和７

年度から５か年を計画期間とする「第３次かつらぎ町地域福祉

活動計画」を策定しました。 

 本計画を推進していくためには、地域での支え合いを通して地域の強みを生かしていくこ

とが重要であり、また、かつらぎ町に暮らすすべての住民が、サービスなどを利用する地域

福祉の受け手となるだけでなく、地域福祉の担い手としても活躍できるような仕組みをつく

っていくことも重要であると考えています。 

 本計画を進めるにあたり、これまで以上に地域の皆様とともに取り組んでいきたいと考え

ております。人と人とがつながり合い、共に未来を築いていく社会の実現に向け、地域のみ

なさん一人ひとりの力が欠かせませんので、さらなるご支援、ご協力を賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 

 最後になりましたが、本計画の策定にあたって、住民アンケート調査や地区懇談会などに

多大なご協力をいただきました多くの住民の皆さま、また、貴重なご意見・ご提言をいただ

きました関係者の皆さまに、心より厚くお礼申し上げます。 

 

 

  令和７年３月 

 

社会福祉法人 かつらぎ町社会福祉協議会 

会長  中 前 光 雄  

 

 

 

 

 

 


